予算要求資料
平成26年度9月補正予算　支出科目　款：教育費　項：教育総務費　目：教育指導費
	事業名　道徳教育徹底指導事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

教育委員会 学校支援課 総合支援係　電話番号：058-272-1111（内3548）

E-mail：c17782@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　　補正要求額　　1,500千円（現計予算額：1,840千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	現計

予算額
	1,840
	966
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	874

	補正

要求額
	1,500
	1,500
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	決定額
	1,500
	1,500
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
学校における道徳教育の指導を充実させるとともに、家庭・地域社会が連携し、幼児児童生徒の「心の教育」の充実を図るための取組みとして、道徳教育パワーアップ実践校の指定等の事業を文部科学省から受託して実施するにあたり、研究協議会を同時に開催する必要性が生じたため、当該事業に係る経費を増額するもの。
（２）事業内容

　道徳教育パワーアップ研究協議会の開催

・道徳教育パワーアップ実践校の取組みや成果を発表するとともに、今後の道徳教育推進について協議し、県内の道徳教育の情報の共有とさらなる発展を図る。

（３）県負担・補助率の考え方

道徳教育パワーアップ研究協議会開催に係る経費1,500千円は全額国負担
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	旅費
	1,278
	研究協議会参加者旅費

	需用費
	12
	資料作成に係る消耗品の購入

	使用料・賃借料
	210
	会場使用料

	合計
	1,500
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
・第２次岐阜県教育ビジョン
基本目標２　豊かな心と健やかな体をはぐくむ教育の推進

（１）心の教育の充実と望ましい人間関係を築く力の向上

取り組むべき主な施設

①命を大切にする心、思いやりや助け合いの心、自律の心など「あたたかい心」をはぐくむ道徳教育の充実

事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	　道徳の時間を要とした学校における道徳教育について、指導方法の工夫改善など一層の充実を図るとともに、学校・家庭・地域社会の連携による豊かな心をはぐくむ活動が推進されるよう、指導・助言を行います。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	道徳教育計画訪問の実施状況
	（H  ）
	33.1%

（H23）
	33.2%

（H24）
	33.7%

（H25）
	33%

（H26）
	100％


	「１家庭１ボランティア」運動の実施状況
	（H　）
	90.4%
（H23）
	88.7%

（H24）
	98.2%
（H25）
	100%

（H26）
	98.2％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	（１）
道徳教育計画訪問

・県内全小・中学校を訪問（３年計画の３年目）　

平成２５年度：岐阜（67校）、西濃（37校）、美濃（23校）

可茂（21校）、東濃（34校）、飛騨（16校）

・道徳の時間の授業公開及び授業研究会を実施

（２）
道徳教育指導資料の作成

・「小学校道徳読み物資料集」「中学校道徳読み物資料集」（文部科学省）について、道徳の時間の指導資料を作成し、県総合教育センターホームページに掲載
（３）
道徳教育振興会議の開催

・第１回平成２５年６月　５日(水）委員及び実践協力校の委嘱

・第２回平成２５年８月２６日(月）実践協力校への指導・助言

・第３回平成２５年１０月５日(土）実践活動の発表、意見交流

・第４回平成２６年２月　３日(月）実践による成果の普及

（４）「１家庭１ボランティア」運動の推進

・実践ミニフォーラム　平成２５年１０月５日（土）飛騨市にて開催

・「道徳教育啓発資料」を作成し、県内各校に配布


（前年度の成果）

	　道徳教育計画訪問及び道徳教育振興会議の実践協力校の公表会等により、学習指導要領に基づく道徳の時間の指導改善が図られ、教職員の指導向上につながっている。「１家庭１ボランティア」運動の普及などにより、学校・家庭・地域が一体となって、子どもの道徳性を高める豊かな体験活動が工夫され、継続的に行われている。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	命を大切にする心や他を思いやる心、郷土を愛する心、自律の心など、児童生徒に豊かな心をはぐくむことが求められており、道徳教育の充実の必要性は高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	学校の道徳の時間の指導改善や、家庭・地域と連携した心の教育の充実に取り組み、教職員の指導力の向上及び豊かな心をはぐくむ活動の推進が図られた。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	学校の道徳教育の充実を図りその成果を県内の学校に広めたり、地域ぐるみの心の教育を推進したりすることを柱として、道徳教育振興会議の内容を精選し、「１家庭１ボランティア」運動への取組などの充実を図った。


（今後の課題）

	道徳教育計画訪問において、道徳の時間の充実とともに、学校の全教育活動を通じて行う道徳教育の指導改善を図ること。小・中学校９年間を見据え、発達の段階に応じて継続的な指導が展開できるよう工夫を図ること。

また、学校・家庭・地域が一体となった道徳教育を推進し、豊かな人間関係を築き、「誰かのために、進んで何かができるあたたかい心」をはぐくむために、多様な体験活動等を積極的に取り入れて、道徳的実践の充実を図る。


（次年度の方向性）
	将来の夢や目標を持ち、豊かな心や望ましい人間関係を築く力を育成するために、引き続き、学校が中心となって、家庭・地域と連携した道徳教育が推進されるよう、本事業を継続する。


